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社会の発展に向けて3
　社会の情報化により，人間は膨大な情報に関わるようになった。それ
をうまく処理するために，情報技術はなくてはならない道具である。情
報の収集・整理・分析・処理・発信という営みを繰り返し，新たな知識
を獲得・創造し，活用する。情報そのものを生かせるかは，私たちが情
報技術を適正に利用できるかどうかにかかっている。
　また，情報技術を価値あるものにするためには，情報技術者になると
いう方法だけでなく，新たな技術の提案者になるという方法もある。良
いアイディアを情報技術の専門家に提案することで，新しい技術が開発
されることもある。技術の開発には，専門知識だけでなく，優れたアイ
ディアが必要だといわれている。私たちは情報技術を適正に利用するだ
けでなく，新たな情報技術を提案する役割も担っているのである。
　更に，情報技術を普及させるという役割もある。せっかく開発された
技術も，普及しなければ情報社会の発展にはつながらない。携帯電話の
例を見ても分かるように，技術は普及すればするほど，一層高度なもの
になるためである。

　情報技術はコミュニケーションの方法を大きく変えた。インターネッ
トは，国境を超えたコミュニケーションを可能にし，世界中の人とつな
がる可能性を与えた。その反面，相手の顔が見えないコミュニケーショ
ンを強いられることが大きなストレスになり，生活に支障をきたす場合
もある。
　また，コミュニケーション手段の変化だけでなく，情報化によっても
たらされた社会構造の変化にも注目する必要がある。情報社会では，多
くの人間はサイバー空間と現実空間という 2つの世界に住まざるを得
ない。このような二重構造の中のコミュニケーションは，人類にとって
歴史上初めての経験であり，その中でよりよい人間関係を構築するには，
人間の心理に対する理解が必要となる。

情報技術との関わり方1

情報社会におけるよりよい人間関係の構築2

　社会が情報化したことによる課題は少なくない。
　コンピュータを使いこなせない人や情報機器を入手できない人が情報
技術を活用できず，社会的に困難な状況に追い込まれてしまうことがあ
る。情報技術を活用できる人との間に生じる格差をディジタルデバイド 
という。
　ディジタルデバイドは，個人間だけでなく，地域間，国家間でも生じ
ており，世界全体が抱える問題になっている。情報社会のよりよい発展
には，このような格差をなくす必要がある。そのためには，行政による
情報環境の整備，教育による国民のスキルの育成などが必要となる。
　経済面の発展においても情報技術は大きな役割を担う。資源の乏しい
日本では，特に情報産業による経済成長が期待されている。ロボットや
携帯電話をはじめとして，日本のお家芸といわれる技術を発展させるに
は，情報技術の応用は欠かせない。日本は，組み込み系ソフトウェアの
技術では世界水準を上回っているといわれ，情報産業に就く人材に大き
な期待が寄せられている。
　情報活用能力の育成も重要な課題である。21世紀は，知識基盤社会，
あるいは知識経済社会とよばれている。21世紀は，新しい知識・情報・
技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤と
して飛躍的に重要性を増す社会であるという考えから，日本を含め各国
では，情報教育が国策として進められている。21世紀を生き抜くには
情報活用能力が必須とされ，私たちの生きる力の道具として情報技術が
生かされることになる。
　このように，私たちが社会に出たときは，それぞれの立場で情報社会
の発展を支えることが可能である。情報や情報技術に取り組む姿勢が，
情報社会の発展に貢献することを忘れてはならない。

情報社会の発展への寄与3

❶

❷

❸

　多様なコミュニケーション
� 90 ページ

❶ディジタルデバイド
　（digital divide）
　情報格差ともいう。

❷知識基盤社会
　（knowledge-based 
　society）

❸知識経済
　（knowledge economy）

　組み込み系ソフトウェ
アとは，家電，電子機器，
自動車などに内蔵されて
いる機器を制御するため
のソフトウェアのことで
ある。機器の内部のコン
ピュータシステムを動作
させるためのソフトウェ
アで，機器に直接組み込
まれている。

図１  ディジタルデバイドの例
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　情報技術の発展が社会構造を変えつつあることを理解し，単なる
情報技術の利用者であるだけでなく，どうしたら情報社会の発展に
寄与できるかを考えてみよう。

3	 操作性の向上と
	 情報技術

理論編 80	ページ

　現在の自分が，ど

のように情報技術に

関わることができる

か考えてみよう。

＜10％≦　　�＜25％≦�　　＜50％≦��　　＜75％≦ データなし

他者を理解すると
きに必要な要素を

話し合ってみよう。

希望する職業では，
どのような情報技

術への関わり方があるか
考えてみよう。

ディジタルデバイドを国際課題として議題に取り上げたサミット（主要国首脳会議）は，どれか。
①1999年のケルン　②2000年の九州・沖縄　③2001年のジェノバ45テクノストレスという。コンピュータテクノロジーを受け入れようとすることに起因するテクノ不安症，テクノロジ

ーへの適応の結果，特殊化が過度に及ぶテクノ依存症などがある。44 101 1111101 1110
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情報活用能力が必須とされ，私たちの生きる力の道具として情報技術が
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金種計算プログラム

　入力した金額に対し，準備する紙幣や硬貨の枚数を計算する。

　貨幣 (8)	&	" 円："	&	枚数 (8)	&	" 枚 "	&	vbCrLf	&	_
　貨幣 (9)	&	" 円："	&	枚数 (9)	&	" 枚 "	&	vbCrLf	&	_
　貨幣 (10)	&	" 円："	&	枚数 (10)	&	" 枚 ",	_
　vbOKOnly,	" お金の払い方	結果 ")
　Exit	Sub
エラー処理 :
　MsgBox	Err.Number	&	"."	&	Err.Description
End	Sub

【配列】
　同じ種類のデータの集まり。配列を格納する入れ物を配列変数という。配列変数の宣言は「配列変数（要
素数－ 1）」と記述する。
　また，「配列変数（下限値 To上限値）」と記述し，インデックス番号をセルの行数などに対応することが
できる。
例）
　書式>Dim	配列変数名 (要素数− 1)	As	データ型

【条件分岐処理】
　条件分岐処理とは，条件によって処理を分岐させること。
　・If ～ Then ～ Else
　　条件式の結果によって処理を振り分けるステートメント
	 If　条件式　Then
	 　（条件式が成立する場合の処理）
	 Else
	 　（条件式が不成立の場合の処理）
	 End	If
　・Select	Case
　　1つの対象に対して複数の条件で処理を振り分けるステートメント
	 Select	Case	変数
	 　Case	値 1
	 　　変数＝値 1の場合の処理
	 　Case	値 2
	 　　変数＝値 2の場合の処理
	 　Case	Else
	 　　変数≠値 1，かつ，変数≠値 2の場合の処理
	 End	Select

Sub	お金の払い方 ()
　On	Error	GoTo	エラー処理
　Dim	金額	As	Integer
　Dim	元金	As	Integer
　Dim	lp	As	Integer
　Dim	ans	As	Integer
　Dim	貨幣 (1	To	10)	As	Integer
　Dim	枚数 (1	To	10)	As	Integer
　金額	=	Range("A2").Value
　貨幣 (1)	=	10000
　貨幣 (2)	=	5000
　貨幣 (3)	=	2000
　貨幣 (4)	=	1000
　貨幣 (5)	=	500
　貨幣 (6)	=	100
　貨幣 (7)	=	50
　貨幣 (8)	=	10
　貨幣 (9)	=	5
　貨幣 (10)	=	1
　元金	=	金額
　For	lp	=	1	To	10
　　枚数 (lp)	=	Int ( 元金	/	貨幣 (lp))
　　元金	=	元金	Mod	貨幣 (lp)
　Next
　ans	=	MsgBox(	_
　金額	&	" 円の場合 "	&	vbCrLf	&	_
　貨幣 (1)	&	" 円："	&	枚数 (1)	&	" 枚 "	&	vbCrLf	&	_
　貨幣 (2)	&	" 円："	&	枚数 (2)	&	" 枚 "	&	vbCrLf	&	_
　貨幣 (3)	&	" 円："	&	枚数 (3)	&	" 枚 "	&	vbCrLf	&	_
　貨幣 (4)	&	" 円："	&	枚数 (4)	&	" 枚 "	&	vbCrLf	&	_
　貨幣 (5)	&	" 円："	&	枚数 (5)	&	" 枚 "	&	vbCrLf	&	_
　貨幣 (6)	&	" 円："	&	枚数 (6)	&	" 枚 "	&	vbCrLf	&	_
　貨幣 (7)	&	" 円："	&	枚数 (7)	&	" 枚 "	&	vbCrLf	&	_

◀実行時エラー画面を回避し，安全にマクロを終了させる。

◀�配列変数（インデックス下限値�To�上限値）　インデックス
番号 1〜 10が振られる。

◀セル「A2」の値を変数「金額」に格納する。

◀配列変数に通貨単位の数値を格納する

◀【繰り返し処理】
　For　〜　Next　お札，硬貨が何枚必要か計算する。
　※ For　カウンタ�＝�初期値　To　終了値　（Step 増加値）

◀計算結果をメッセージ画面に表示する。

◀エラー番号，エラー内容を表示する。

　INT関数
� 128 ページ
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金種計算プログラム

　入力した金額に対し，準備する紙幣や硬貨の枚数を計算する。

　貨幣 (8) & " 円：" & 枚数 (8) & " 枚 " & vbCrLf & _
　貨幣 (9) & " 円：" & 枚数 (9) & " 枚 " & vbCrLf & _
　貨幣 (10) & " 円：" & 枚数 (10) & " 枚 ", _
　vbOKOnly, " お金の払い方 結果 ")
　Exit Sub
エラー処理 :
　MsgBox Err.Number & "." & Err.Description
End Sub

【配列】
　同じ種類のデータの集まり。配列を格納する入れ物を配列変数という。配列変数の宣言は「配列変数（要
素数－ 1）」と記述する。
　また，「配列変数（下限値 To上限値）」と記述し，インデックス番号をセルの行数などに対応することが
できる。
例）
　書式 >Dim 配列変数名 ( 要素数− 1) As データ型

【条件分岐処理】
　条件分岐処理とは，条件によって処理を分岐させること。
　・If ～ Then ～ Else
　　条件式の結果によって処理を振り分けるステートメント
 If　条件式　Then
 　（条件式が成立する場合の処理）
 Else
 　（条件式が不成立の場合の処理）
 End If
　・Select Case
　　1 つの対象に対して複数の条件で処理を振り分けるステートメント
 Select Case 変数
 　Case 値 1
 　　変数＝値 1 の場合の処理
 　Case 値 2
 　　変数＝値 2 の場合の処理
 　Case Else
 　　変数≠値 1，かつ，変数≠値 2 の場合の処理
 End Select

Sub お金の払い方 ()
　On Error GoTo エラー処理
　Dim 金額 As Long
　Dim 元金 As Long
　Dim lp As Integer
　Dim ans As Integer
　Dim 貨幣 (1 To 10) As Integer
　Dim 枚数 (1 To 10) As Long
　金額 = Range("A2").Value
　貨幣 (1) = 10000
　貨幣 (2) = 5000
　貨幣 (3) = 2000
　貨幣 (4) = 1000
　貨幣 (5) = 500
　貨幣 (6) = 100
　貨幣 (7) = 50
　貨幣 (8) = 10
　貨幣 (9) = 5
　貨幣 (10) = 1
　元金 = 金額
　For lp = 1 To 10
　　枚数 (lp) = Int ( 元金 / 貨幣 (lp))
　　元金 = 元金 Mod 貨幣 (lp)
　Next
　ans = MsgBox( _
　金額 & " 円の場合 " & vbCrLf & _
　貨幣 (1) & " 円：" & 枚数 (1) & " 枚 " & vbCrLf & _
　貨幣 (2) & " 円：" & 枚数 (2) & " 枚 " & vbCrLf & _
　貨幣 (3) & " 円：" & 枚数 (3) & " 枚 " & vbCrLf & _
　貨幣 (4) & " 円：" & 枚数 (4) & " 枚 " & vbCrLf & _
　貨幣 (5) & " 円：" & 枚数 (5) & " 枚 " & vbCrLf & _
　貨幣 (6) & " 円：" & 枚数 (6) & " 枚 " & vbCrLf & _
　貨幣 (7) & " 円：" & 枚数 (7) & " 枚 " & vbCrLf & _

◀実行時エラー画面を回避し，安全にマクロを終了させる。

◀�配列変数（インデックス下限値�To�上限値）　インデックス
番号 1～ 10が振られる。

◀セル「A2」の値を変数「金額」に格納する。

◀配列変数に通貨単位の数値を格納する

◀【繰り返し処理】
　For　～　Next　お札，硬貨が何枚必要か計算する。
　※ For　カウンタ�＝�初期値　To　終了値　（Step 増加値）

◀計算結果をメッセージ画面に表示する。

◀エラー番号，エラー内容を表示する。

　INT関数
� 128 ページ

1010 00011010 0000

160 5,6,10


